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シリーズチャペル＜人間を考える＞
　

２
０
１
８
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
世
界
を
驚
か
せ
た
事
件
は
、

２
０
１
４
年
大
会
の
優
勝
国
で
あ
っ
た
ド

イ
ツ
が
一
次
リ
ー
グ
で
敗
退
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
前
回
優
勝
し
た
と
き
、
ド
イ
ツ

代
表
は
移
民
へ
の
寛
容
と
多
文
化
主
義
の

勝
利
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
。
優
勝
に
は
ト

ル
コ
系
や
ア
フ
リ
カ
系
移
民
の
子
孫
が
貢

献
し
た
の
で
あ
る
。
今
大
会
一
次
リ
ー
グ

で
敗
退
し
た
ド
イ
ツ
は
、
怒
り
の
矛
先
を

前
回
の
功
労
者
に
向
け
る
。
最
大
の
犠
牲

者
は
メ
ス
ト
・
エ
ジ
ル
選
手
で
あ
る
。
彼

は
ト
ル
コ
系
移
民
三
世
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
あ
る
。
大
会
前
の
些
事
が
批
判
の
伏
線

に
あ
る
。
彼
は
同
じ
ト
ル
コ
系
の
イ
ル
カ

イ
・
ギ
ュ
ン
ド
ア
ン
選
手
と
と
も
に
、
ト

ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
と
意
味
深
長

な
集
合
写
真
に
収
ま
っ
た
。
こ
の
写
真
を

め
ぐ
っ
て
彼
は
右
派
か
ら
ド
イ
ツ
へ
の
帰

属
意
識
を
疑
わ
れ
、
左
派
か
ら
は
人
権
抑

圧
的
で
強
権
的
な
指
導
者
と
の
親
睦
を
批

判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
大
会
の
敗
退
を

う
け
て
彼
へ
の
批
判
は
沸
点
に
達
し
、
エ

ジ
ル
は
ド
イ
ツ
代
表
を
引
退
し
た
（
本
人

は
人
種
差
別
を
受
け
た
と
主
張
す
る
）。

優
勝
す
れ
ば
国
民
は
寛
容
の
衣
を
纏
う
。

し
か
し
ぶ
ざ
ま
な
敗
北
は
国
民
に
本
性
を

露
呈
さ
せ
る
。
寛
容
の
メ
ッ
キ
が
剥
が
れ

た
。

　

ド
イ
ツ
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、

南
欧
や
ト
ル
コ
か
ら
の
移
民
を
労
働
者
と

し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。
移
民
は
ド

イ
ツ
に
家
族
を
呼
び
寄
せ
定
住
し
、
ド
イ

ツ
で
生
ま
れ
育
っ
た
二
世
や
三
世
（
移
民

の
背
景
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
）
は
急
増
し

た
。
２
０
１
６
年
現
在
、
ド
イ
ツ
に
居
住

す
る
外
国
人
（
難
民
を
含
む
）
は
約

８
９
６
万
人
で
、
全
人
口
８
２
４
３
万
人

の
約
11
％
を
占
め
る
。
日
本
に
在
留
す
る

外
国
人
は
２
０
１
６
年
現
在
で
全
人
口
の

１
・
８
８
％
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
は
日

本
の
約
６
倍
の
外
国
人
率
を
示
す
。
こ
の

在
留
外
国
人
率
に
エ
ジ
ル
の
よ
う
な
移
民

の
背
景
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
を
加
え
る
と
、

そ
の
比
率
は
全
人
口
の
約
23
％
に
達
す

る
。
移
民
の
背
景
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
や
難

民
の
出
生
率
は
本
国
人
に
較
べ
て
高
い
た

め
、
こ
の
比
率
は
今
後
も
上
昇
を
続
け
る

こ
と
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
見
慣
れ
な

い
姿
が
視
界
を
よ
ぎ
り
、
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
が
ド
イ
ツ
語
を
掻
き
消
す
。
キ
リ
ス

ト
教
会
が
イ
ス
ラ
ム
教
モ
ス
ク
に
取
っ
て

代
わ
る
。
故
郷
と
祖
国
の
喪
失
は
、
ド
イ

ツ
の
週
刊
誌D

er Spiegel

（N
r. 16, 

2018

）
を
し
て
〝Ist das noch m

ein 
Land?

〞「
こ
れ
は
今
も
私
の
国
か
？
」

と
叫
ば
せ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
の
現

状
も
ド
イ
ツ
に
似
て
い
る
。
移
民
に
限
定

す
れ
ば
最
も
移
民
率
が
高
い
国
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
り
（
18
％
）、
英
国
と

フ
ラ
ン
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
14
・
２
％
と
12
・

６
％
で
あ
る
。

　

英
国
の
詩
人
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ラ
ジ
オ
講
演
に

お
い
て
述
べ
て
い
る
、「
あ
る
共
同
体
に

他
の
民
族
が
一
定
以
上
の
量
と
速
度
で
流

入
す
る
と
き
、
そ
の
共
同
体
は
崩
壊
す

る
」。
共
同
体
に
は
異
邦
人
を
受
け
容
れ

る
許
容
限
度
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
発

言
で
あ
る
。
大
戦
末
期
の
知
性
が
予
言
し

た
こ
と
の
正
し
さ
が
、
70
年
後
の
今
欧
米

で
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
人
間
社
会
の
許

容
力
が
理
想
と
し
て
の
価
値
と
文
化
の
多

様
化
に
耐
え
切
れ
な
い
。
許
容
量
を
超
え

て
急
速
に
異
物
を
摂
取
し
た
人
体
は
、
異

物
を
体
外
に
排
出
す
る
反
応
を
示
す
。

２
０
１
４
年
大
会
に
お
い
て
優
勝
し

２
０
１
８
年
大
会
で
早
々
に
敗
退
し
た
ド

イ
ツ
代
表
に
、
ド
イ
ツ
社
会
の
衰
退
と
病

理
を
見
る
。「
こ
れ
は
今
も
私
の
国
か
？
」

こ
れ
は
決
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
類
い

の
険
悪
と
憎
悪
の
吐
き
捨
て
で
は
な
い
、

む
し
ろ
許
容
限
度
を
超
え
て
体
内
に
異
物

を
摂
取
し
た
共
同
体
の
悲
鳴
で
は
な
い

か
。

　

我
が
国
で
は
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入

れ
を
め
ぐ
っ
て
国
論
が
二
分
す
る
。
労
働

力
人
口
減
少
と
い
う
現
実
と
経
済
成
長
維

持
と
い
う
強
迫
観
念
と
の
板
挟
み
に
日
本

は
置
か
れ
て
い
る
。
確
か
に
経
済
成
長
と

社
会
保
障
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
ろ
う
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
も

理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
日
本
の

長
期
的
混
迷
と
結
果
的
衰
退
を
招
く
と
い

う
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
断
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
か
ど
う
か
、
日
本
の
許
容

力
は
ど
の
程
度
な
の
か
と
い
う
問
題
と
共

に
冷
静
に
見
極
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
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「
こ
れ
は
今
も
私
の
国
か
」
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